
病院向け現地校正サービス

当日まで使用可能で、
時間のロスが減少

Point1

現地環境を含め
信憑性の高い結果

Point3

他社製品も
まとめて校正可能で、
複数社よりお得

Point4

輸送のリスクがなく
手間も不要

Point2

JCSS 校正 質量

サービス内容

下記➀～➃の情報をご確認のうえ、まずは販売店までお見積をご依頼ください。

①校正種類　②校正実施時期　③機種名　④台数

は

かり現地校正を

おすすめします！

エー・アンド・デイは病院でご使用の計量器を
現地にて校正が可能です

ISO15189

一般校正 質量・長さ（身長値）

現地校正とは？ 2年に1回の特定計量器の定期検査とは別に、現地にて計量器の値を標準物と値の差について確認する作業です。



https://www.aandd.co.jp/

開発・技術センター　FE校正担当
〒364-8585埼玉県北本市朝日 1-243
0120-957-513（9:00～ 17:00）

▼お見積り・ご依頼は販売店までお願いします。▼校正サービスに関するご質問は

エー・アンド・デイでは各種はかりの

各校正業者（メーカー含む）が独自の規定により運用している校正です。

国の機関（（独）製品評価技術基盤機構  通称 NITE）による認定業者のみが行える校正です。

・この証明書は、計量法第１４４条（第１項）に基づくものであり、特定標準器（国家標準）にトレーサブルな標準器
　により校正した結果を示すものです。認定シンボルは、校正した結果の国家標準へのトレーサビリティの証拠です。
　発行機関の書面による承認なしにこの証明書の一部分のみを複製して用いることは禁じられています。
・ 当 社 は 、ISO/IEC �����:****（JIS Q �����:****）に 適 合 し て い ま す 。
・この証明書は、ILAC（国際試験所認定協力機構）及びAPAC（アジア太平洋認定協力機構）のMRA（相互承認）に加盟
　しているIAJapanに認定された校正機関によって発行されています。この校正結果はILAC/APACのMRAを通じて、
　国際的に受け入れ可能です。

校　 正 証    明    書

総 数 ３ 枚 の １ 頁

証 明 書 番 号 第******‐**号

＊＊＊＊株式会社
○○県○○市○○
電子式非自動はかり
株式会社エー･アンド･デイ
GR-���
********
質量
弊社「はかり校正要領」による（文書番号　ADS - JC����）
****年**月**日
****年**月**日
○○県○○市○○
＊＊＊＊株式会社　□□試験室

校 正 結 果 は 、 次 項 以 下 の と お り で あ る こ と を 証 明 し ま す 。

**** 年 ** 月 ** 日

所在 地 埼 玉 県 北 本 市 朝 日 � 丁 目 ��� 番 地
名　称 株 式 会 社 エ ー ・ ア ン ド ・ デ イ　校 正 室
発 行 責 任 者
校 正 室 長 ○ ○　○ ○ 印

依 頼 者 名
住 所
品 名
製 造 者 名
型 式
器 物 番 号
校 正 項 目
校 正 方 法
受 付 年 月 日
校 正 年 月 日
校 正 実 施 場 所

総 数 ３ 枚 の ２ 頁

証 明 書 番 号 第****** ‐**号

１．校正器物の仕様
１）ひょう量の種類：単目量
２）ひょう量、目量および目量の数：��� g/�.���� g/�,���,���

２．校正に使用した分銅
公称値 識別 補正値 拡張不確かさ 証明書番号
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３．校正時の環境条件
１）温度　��.� ℃～ ��.� ℃
２）湿度　��.� %～ ��.� %
３）気圧　���� hPa～ ���� hPa

４．繰返し性 ＊試験荷重＝��� g
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総 数 ３ 枚 の ３ 頁

証 明 書 番 号 第****** ‐**号

５．偏置荷重 ＊試験荷重＝��� g
位置
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➀との最大差

指示値
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６．正確さ
№（/) 風袋荷重（Ti ) 荷重（Wi ) 指示値（Ii )

�
�
�
�
�
�

� g
� g

��  g
���  g
���  g

��  g

���  g
��  g
��  g
��  g
��  g
��  g

���  g
��  g
��  g
��  g
��  g
��  g

���.����  g
��.����  g
��.����  g
��.����  g
��.����  g
��.����  g

７．校正結果
風袋荷重
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公称値 偏差 拡張不確かさ 包含係数 k
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備考
１）．　拡張不確かさは、信頼の水準約�� %に相当し、包含係数 k は上記の通りである。
２）．　校正の条件
　　　  前負荷実施　　  ���  g
３）．　感度調整実施　  調整前　  ：���.���� g
      使用分銅  ：��� g （��）

以上

③

②
①

④

⑤
①

②

③ ④

⑤

発行番号　　　*_********** 号
発行日　　　**** 年 ** 月 ** 日

校　正　証　明　書

依　頼　者　　　＊＊＊＊＊＊＊＊株式会社

製　造　者　　　株式会社エー・アンド・デイ

校　正　日　　　****　年　**　月　**　日

校 正  結 果　　　別紙　検査成績書のとおり

備　　　考　　　なし

品　　　　　　名 型　　　　　　式 製　 造 　番 　号

電気式はかり GH-��� ********

上記製品は、別紙の検査成績書のとおり校正された事を証明致します。
尚、検査し仕様下標準器は、国家標準もしくは国際標準にトレーサブルです。

使用標準器

標　準　器　名 型　　　式 識  別  記  号 管理番号 有  効期  限
標準分銅
以下余白

円筒型（組） ***** ***** **** 年 ** 月 ** 日

株式会社エー・アンド・デイ 様式 No. 品―���*

見本

2. 偏置荷重　（検査荷重　　100　g　/　50　　g　　判定基準：　±　0.6　mg　/　±　0.05　mg）

1. 繰返し性　（検査荷重　　250　g　/　100　　g　　判定基準：　S.D　0.1　mg　/　S.D　0.01　mg）

◎性能検査　（大/小レンジ：ひょう量　250　　g　 /　 101　　 g　最小表示　0.1　　 mg 　/ 　0.01　　 mg）

丸皿 角皿

※①と②～⑤の差で測定

3. 直線性　（判定基準:　±　0.2　mg / ±　0.1　mg)
大レンジ

小レンジ

4. 機能検査

備考( 有  / 無 ） 

検査条件

回数

�回目
�回目
�回目
�回目
�回目

小レンジ大レンジ

検　査　成　績　書

検査荷重
検査値

�
0.0000

型式

製造番号

**** 年 　** 月  ** 日

(以下検査値データの単位:　　g　　）

���.����
���.����
���.����
���.����
���.����

��.�����
��.�����
��.�����
��.�����
��.�����

外観チェック

検査荷重 20 g
20.00000

20 g(T20g)
20.00000

合　/ 否
合　/ 否
合　/ 否

合　/ 否
合　/ 否

合　/ 否
合　/ 否

合　/ 否 合　/ 否

温湿度

使用検査装置
*****

��　℃  �� %RH

検査場所

発行番号 *-********** 号

株式会社エー・アンド・デイ

********

GH-���

標準器名
標準分銅

検査年月日

■　調整前 　□　調整後
管理番号

****.**.** ****.**.**

検査承認総合判定

ご注意 製品がシングルレンジの場合、大レンジに検査値を記入いたします。
様式 No.QR-���-���-**

小レンジ大レンジ荷重位置

S.D＝標準偏差
直線性の検査方法については別紙をご参照ください。

表示明るさ CAL動作機能
OP / その他

零値 零値 荷重値荷重値
�.����
�.����
�.����
�.����
�.����

���.����
���.����
���.����
���.����
���.����

�.�����
�.�����
�.�����
�.�����
�.�����

���.�����
���.�����
���.�����
���.�����
���.�����

オプション
機能チェック

�
�.�����検査値

50 g
50.0000

50 g(T100g)
50.0000

50 g(T150g)
50.0000

50 g(T200g)
50.0000

外観
キースイッチ動作

50 g(T50g)
50.0000

水平器 足コマ

20 g(T60g)
20.00000

20 g(T80g)
20.00000

20 g(T40g)
20.00000

③

⑤

④

②
①①

②

③ ④

⑤

➀
➁
➂
➃
➄

見本

合格

発行番号        　　　*-********** 
発行日　　　 ****    年     **   月     **   日 

標準器は下記の体系により国家標準にトレーサブルです
トレーサビリティ体系図　  （天秤・はかり）

質量標準 （特定標準器）
産業技術総合研究所

依頼機関の
トレーサビリティ

●品名・型式

●依頼機関名
登録事業者（特定二次標準器）

�)㈱エー・アンド・デイ　校正室　登録番号����
�)㈶日本品質保証機構    登録番号����
�)㈱村上衡器製作所    登録番号����

計量検定所

標準分銅（ＪＣＳＳ校正証明書付き）
�)円筒型（組）

 

�)円筒型

�)枕型
�)板状型（組）

�)円筒型、板状型 

*A　Ｍ-003,004,043
*B　MK-560,561
*C　K-064
*C　ML-027,028
*A　M-943,1007
*C　ML-001～003
*A　M-481～483
*A　M-735
*C　ML-029
*D　OM-095～097

基準分銅類
�)円筒型（組）
�)枕型（組）

*B　MK-004,005
*C　ML-017  

*A・*B・*C・*D
品名；標準分銅、検査用分銅、１級・２級・３級実用基準分銅、その他分銅類

型式；円筒型、増し重り型、枕型、連鎖型、その他

校正対象製品

備考  標準器の所有者は図中下記の略号で表示
*A：㈱エー・アンド・デイ、 *B：研精工業㈱、*C：リトラ㈱、*D：㈱オリエンテック

様式No  品-098**

見本

校正に使用する標準器や技術的な要求事項の審査を経ておりトレーサビリティが確保されています。
対外的、公的信用度を求められるお客様におすすめします。
メリット ・ISO/IEC 17025認定校正
 ・国際マネジメントシステム（ISO9000や IATF16949等）の「計器の校正」に対応可能
 ・MRA（国際相互認証）により国際的に通用

JCSS校正

一般校正（ISO校正）

主に製薬業界において要求されるＩＱＯＱ（適格性確認）・最小計量値の対応も可能です。その他

精度維持管理に適した校正書類をご用意しております！

Windows、Windows Vista、Excel、Wordは米国およびその他の国における米国Microsoft Corporationの登録商標または商標です。
外観及び仕様は改良の為、お断りなく変更する場合があります。
※本カタログは事業者向けです。

●本カタログの内容は 2023年12月現在のものです。


